
【
各
論
】

『
土
芥
鬼
饒
記
』
と
『
諌
懲
後
正
』

の
評
価
比
較

新
井
　
麻
衣
子

【
班
の
テ
ー
マ
】

　
『
土
芥
冠
灘
記
』
と
『
諫
懲
後
正
』
の
両
史
料
を
徹
底
比
較
し
、
『
土
芥
憲

雌
記
』
の
相
対
化
を
行
い
、
『
土
芥
逡
雌
記
』
の
史
料
と
し
て
の
意
味
合
い
を
考

え
る
こ
と
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
『
土
芥
憲
儲
記
』
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
か

ら
何
か
を
読
み
取
る
の
で
は
な
く
、
書
か
れ
て
い
る
も
の
そ
の
も
の
に
忠
実
に

基
づ
い
て
考
え
を
進
め
て
い
く
た
め
、
客
観
的
に
あ
る
い
は
機
械
的
に
班
で
設

定
し
た
基
準
に
従
っ
て
史
料
を
読
み
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
当

初
は
『
土
芥
憲
離
記
』
及
び
『
諌
懲
醇
正
』
の
一
書
の
み
を
対
象
と
し
て
い
た

が
、
そ
れ
で
は
比
較
の
幅
が
広
が
ら
ず
、
相
対
化
に
な
ら
な
い
の
で
、
用
い
る

こ
と
の
で
き
る
範
囲
で
『
武
家
勧
懲
記
』
も
利
用
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

【
共
同
作
業
】

　
第
三
班
で
は
、
共
同
作
業
と
し
て
前
回
の
講
義
に
お
い
て
そ
の
受
講
者
に
よ

っ
て
作
成
さ
れ
た
『
土
芥
冠
雛
記
』
の
表
を
見
直
し
、
班
の
基
準
に
従
っ
て
改

正
を
行
っ
た
。
ま
た
、
『
諌
懲
後
正
』
は
班
員
で
分
担
し
、
新
し
く
表
を
作
成
し

た
。
さ
ら
に
、
『
土
芥
憲
旧
記
』
と
『
諌
懲
後
正
』
両
書
に
書
か
れ
て
い
る
大
名

と
そ
う
で
な
い
大
名
と
に
分
類
し
て
、
共
通
し
た
大
名
は
『
土
芥
信
服
記
』
と

『
諌
懲
後
正
』
の
記
述
内
容
が
比
較
し
や
す
い
よ
う
に
並
べ
て
記
載
し
た
表
を

作
成
し
た
。
ま
た
、
後
に
『
武
家
勧
懲
記
』
を
有
効
利
用
す
る
た
め
、
そ
の
デ

ー
タ
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
と
こ
ろ
ま
で
を
共
同
作
業
と
し
た
。

【
史
料
解
読
の
基
準
】

　
こ
れ
ま
で
に
、
何
度
か
「
班
で
設
定
し
た
基
準
」
と
い
う
よ
う
な
表
現
を
用

い
た
の
で
、
こ
こ
に
そ
の
基
準
を
記
し
て
お
き
た
い
。
前
述
の
通
り
、
第
三
班

で
は
史
料
を
客
観
的
に
読
み
取
り
た
い
た
め
、
担
当
者
の
主
観
が
入
ら
な
い
よ

う
に
こ
の
よ
う
な
基
準
を
も
う
け
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
基
準
は
、
筆
者
に
よ

る
評
価
の
部
分
か
ら
、
当
該
大
名
は
全
体
と
し
て
ど
う
評
価
さ
れ
て
い
る
の
か

を
判
定
す
る
際
に
用
い
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
判
定
の
分
類
は
、
「
良
」
・
「
普
」

・
「
悪
」
と
し
、
欠
点
の
記
載
が
ま
っ
た
く
さ
れ
て
い
な
い
場
合
を
「
良
」
、
良

い
点
も
書
か
れ
て
は
い
る
が
、
何
ら
か
の
難
が
あ
る
と
い
う
記
載
が
な
さ
れ
て

い
た
場
合
を
「
普
」
、
何
↓
つ
良
い
点
の
記
載
が
な
く
、
難
ば
か
り
を
指
摘
さ
れ

て
い
た
場
合
を
「
悪
」
と
し
た
。

【
個
別
分
担
作
業
】

　
最
後
に
、
班
で
の
分
担
作
業
に
つ
い
て
も
軽
く
触
れ
て
お
き
た
い
。
第
三
班

で
は
、
協
力
し
て
作
成
し
た
表
を
も
と
に
、
『
土
芥
憲
離
記
』
と
『
諌
懲
後
記
』

の
比
較
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、
そ
の
書
式
や
大
名
の
配

列
倫
理
な
ど
か
ら
の
視
点
・
『
土
芥
冠
睡
記
』
か
ら
『
諌
厚
面
正
』
に
か
け
て
、

評
価
が
「
良
」
も
し
く
は
「
普
」
か
ら
変
わ
ら
な
か
っ
た
大
名
に
つ
い
て
見
て

い
く
視
点
・
『
土
芥
窟
離
記
』
か
ら
『
諌
懲
後
正
』
に
か
け
て
、
評
価
が
「
悪
」

か
ら
「
良
」
も
し
く
は
「
普
」
に
変
化
し
た
大
名
を
見
る
視
点
、
『
土
芥
三
三
記
』

か
ら
『
諌
懲
後
正
』
に
か
け
て
、
評
価
が
「
悪
」
か
ら
「
悪
」
の
ま
ま
、
も
し

く
は
「
良
」
あ
る
い
は
「
普
」
か
ら
「
悪
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
大
名
を
見
る

視
点
の
計
四
つ
の
視
点
で
個
別
に
作
業
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

【
担
当
作
業
の
経
緯
】

　
私
の
担
当
す
る
作
業
は
、
『
土
芥
竃
離
記
』
か
ら
『
諫
懲
後
正
』
に
か
け
て
、

評
価
が
「
悪
」
か
ら
「
良
」
ま
た
は
「
普
」
に
変
わ
っ
た
大
名
を
考
察
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
該
当
す
る
大
名
を
こ
こ
で
あ
げ
て
お
く
。

《
評
価
が
「
悪
」
か
ら
「
良
」
ま
た
は

・
二
－
十
三
　
松
平
肥
前
守
源
綱
政

「
普
」
に
変
わ
っ
た
大
名
》
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・
三
－
十
八
　
松
平
伊
予
半
煮
綱
政

・
四
－
二
十
三
　
佐
竹
右
京
大
夫
源
義
処

・
六
⊥
二
十
六
　
酒
井
左
衛
門
筆
管
忠
直
（
忠
真
）

・
八
－
五
十
一
　
阿
部
対
馬
守
正
森
［
正
盛
】

・
十
一
－
五
十
五
　
本
多
隠
岐
守
藤
原
康
慶

・
九
－
六
十
　
内
藤
能
登
守
藤
原
義
孝

・
十
一
－
七
十
四
　
脇
坂
淡
路
守
藤
原
安
照

・
十
一
－
八
十
　
松
平
若
狭
守
源
直
明

・
十
四
－
九
十
七
　
青
山
播
磨
守
菅
原
（
藤
原
）
幸
明

・
十
四
－
九
十
九
　
津
軽
越
中
守
藤
原
信
政

・
十
七
－
百
二
十
二
　
永
井
伊
賀
守
大
江
尚
富

・
十
八
－
百
二
十
八
　
秋
月
長
門
守
大
蔵
種
政

・
二
十
三
－
百
七
十
　
阿
部
伊
予
守
阿
部
正
春

　
　
　
　
－
二
百
三
十
七

　
　
　
　
　
　
　
　
『
諫
言
後
帯
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
土
芥
憲
雛
記
』
で

の
通
し
番
号
を
示
し
て
い
る
。

　
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
評
価
の
差
異
が
で
て
き
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
考

え
て
行
き
た
い
。

　
該
当
す
る
大
名
に
関
す
る
『
土
芥
』
及
び
『
諫
懲
』
の
評
価
に
ま
つ
わ
る
記

述
を
読
ん
だ
と
こ
ろ
、
ほ
ぼ
す
べ
て
が
文
武
ど
ち
ら
か
を
学
び
、
行
跡
が
正
し

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
好
評
価
に
転
じ
て
い
る
と
言
え
る
。

・
二
十
三
－
百
七
十
二

・
二
十
二
－
百
七
十
五

・
二
十
八
－
百
八
十
七

・
二
十
九
－
二
百
十
八

・
十
九
－
二
百
二
十
八

・
二
十
一

＊
注
…
番
号
は
上
段
が

細
川
玄
蕃
允
源
興
英

保
科
兵
部
少
輔
源
正
祥

一
柳
土
佐
守
越
智
末
朝

加
藤
右
京
藤
原
泰
忠

松
平
壱
岐
守
旧
仲
純

　
石
川
三
十
郎
（
能
登
守
）
源
乗
紀

　
　
　
　
で
の
巻
数
、
下
段
が

◆
　
例
）
ニ
ー
十
三
　
松
平
肥
前
守
源
綱
政

〈
『

y
芥
』
謳
歌
評
説
の
項
〉

「
利
発
過
ギ
タ
ル
ハ
、
智
ノ
足
ズ
ニ
同
ジ
」
「
勝
手
不
如
意
ヲ
世
上
二
披
露
セ
ン

為
二
、
家
中
ノ
物
成
半
分
借
、
剰
へ
先
例
ヨ
リ
定
タ
ル
在
江
戸
宛
行
迄
減
少
セ

ラ
ル
ル
事
、
誠
二
賢
過
タ
ル
猿
智
恵
、
更
二
善
人
賢
者
ノ
取
ラ
ザ
ル
所
也
」
「
是

不
学
ニ
シ
テ
文
道
ヲ
学
ザ
ル
故
二
、
仁
ト
義
ト
ヲ
弁
ヘ
ザ
ル
ナ
ル
ベ
シ
」

「
武
道
ヲ
学
ザ
ル
モ
、
主
将
ノ
法
二
藍
ケ
タ
リ
」

〈
『

ﾐ
懲
』
愚
評
の
項
〉

「
文
武
ヲ
心
掛
行
跡
正
シ
ク
家
民
ヲ
憐
レ
ム
ヲ
疎
カ
ナ
ラ
ス
忠
義
ヲ
旨
ト
シ
公

勤
ヲ
怠
ラ
ズ
生
得
発
明
ニ
シ
テ
孝
敬
ヲ
専
ラ
ニ
シ
家
国
ノ
政
道
順
路
ナ
リ
所
行

静
力
不
義
ナ
シ
ト
ナ
レ
ハ
論
ス
ヘ
キ
様
ナ
シ
」

こ
の
例
は
、
文
武
不
学
で
あ
る
状
態
か
ら
文
武
を
志
し
、
行
跡
も
良
く
な
っ
た
、

故
に
評
価
が
上
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
だ
が
、
文
武
不
学
で
あ

る
状
態
か
ら
文
道
あ
る
い
は
武
法
ど
ち
ら
か
を
学
び
、
片
方
な
い
の
は
不
足
だ

が
、
行
跡
が
良
い
か
ら
ま
あ
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
場
合
も
よ
く
見
ら
れ
る
。

◆
　
例
）
二
十
三
－
百
七
十
二
　
細
川
玄
笛
音
源
興
英

〈
『

y
芥
』
謳
歌
評
説
の
項
〉

「
無
学
ニ
シ
テ
、
短
慮
二
、
念
リ
多
ク
、

二
依
リ
テ
、
殺
生
ヲ
好
ム
」

「
闇
将
ト
ス
ベ
シ
」

人
使
ヒ
悪
ク
、
藪
下
仁
愛
ノ
心
ナ
キ

〈
『

ﾐ
懲
』
愚
評
の
項
〉

「
文
道
ヲ
学
ハ
ス
ト
錐
モ
本
書
ノ
如
ク
ナ
ラ
ン
争
論
ス
ヘ
キ
様
ナ
シ
」

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
評
価
が
「
悪
」
か
ら
「
良
」
ま
た
は
「
普
」
に

変
わ
っ
た
も
の
に
関
し
て
、

　
一
、
元
禄
3
年
か
ら
元
禄
1
4
年
に
か
け
て
、
大
名
た
ち
が
学
問
に
励
む
よ

　
　
　
う
に
な
っ
た
可
能
性
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
文
武
の
習
得
率
が
向
上
し
、
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行
跡
の
良
化
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
二
、
『
土
芥
』
の
筆
者
と
『
諌
懲
』
の
筆
者
の
評
価
基
準
が
異
な
る
可
能
性
。

　
　
　
す
な
わ
ち
、
『
土
芥
』
の
ほ
う
が
『
諌
懲
』
よ
り
も
評
価
が
厳
し
く
な

　
　
　
っ
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
考
え
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
二
に
関
し
て
、
『
土
芥
』
及
び
『
諌
懲
』
を
読
み
比
べ
て
い
て
目

に
付
く
こ
と
と
し
て
、
『
土
芥
』
に
お
い
て
は
文
武
を
学
ん
で
い
る
か
ど
う
か
に

非
常
に
厳
し
い
目
を
向
け
て
い
る
の
に
対
し
て
、
『
諌
懲
』
で
は
そ
れ
ほ
ど
で
も

な
く
、
む
し
ろ
そ
の
大
名
の
行
い
が
良
い
か
悪
い
か
に
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
く
。

◆
『
土
芥
』

例
）
九
－
六
十
　
内
藤
能
登
守
藤
原
義
孝

「
文
武
ヲ
学
バ
ザ
ル
事
、
主
将
ノ
器
二
期
ワ
ズ
」

◆
『
諌
懲
』

例
）
二
十
九
－
二
百
十
八
　
加
藤
右
京
藤
原
泰
忠

（
生
得
寛
然
と
し
て
文
道
を
不
学
、
武
法
を
少
々
志
し
、
行
跡
不
義
な
く
賢
慮
、

礼
儀
を
正
し
、
法
に
背
か
ず
、
家
民
を
憐
れ
み
、
仕
置
順
　
と
い
う
本
文
を
ふ

ま
え
て
）

「
本
文
ノ
如
ク
ナ
ラ
ン
ト
論
ス
ヘ
キ
事
ナ
シ
」

　
し
か
し
こ
こ
で
、
『
土
芥
憲
雌
蕊
』
と
『
諌
懲
後
正
』
の
詔
書
だ
け
で
は
相
対

化
が
行
え
ず
、
た
だ
の
推
論
を
繰
り
返
す
こ
と
し
か
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
『
武
家
勧
懲
記
』
も
ふ
ま
え
て
考
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

《
当
該
大
名
の
う
ち
『
武
家
勧
懲
記
』

・
阿
部
早
言
守
安
倍
正
春
（
三
十
二
）

・
阿
部
対
馬
守
安
倍
正
森
（
九
）

・
佐
竹
右
京
太
夫
勲
記
庭
（
五
）

・
松
平
伊
予
守
源
綱
政
（
四
）

に
も
記
述
さ
れ
て
い
る
大
名
》

・
酒
井
左
衛
門
蔚
源
忠
直
（
忠
真
×
七
）

・
津
軽
越
中
守
藤
原
信
政
（
十
九
）

　
＊
カ
ッ
コ
内
は
『
武
家
勧
懲
記
』
内
の
巻
数

　
『
土
芥
』
・
『
諌
懲
』
・
『
武
家
勧
懲
記
』
の
覚
書
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
こ
れ

ま
で
二
方
を
見
比
べ
た
だ
け
で
は
到
底
わ
か
り
得
な
か
っ
た
新
事
実
が
浮
か
び

上
が
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
『
武
家
勧
懲
記
』
と
『
平
門
』
の
記
述
が
今
回
み
た

大
名
の
中
で
は
ほ
ぼ
一
致
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
『
土
芥
冠

睡
記
』
と
『
諌
懲
後
払
』
の
記
述
の
相
違
に
の
み
焦
点
を
当
て
て
い
た
た
め
、

時
が
流
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
名
の
行
い
や
文
武
の
有
無
が
変
化
し
た
と
考
え

て
き
た
が
、
『
武
家
勧
懲
記
』
と
『
諫
懲
』
の
記
述
が
一
致
し
た
こ
と
に
よ
り
、

そ
う
と
は
言
え
な
く
な
り
、
『
土
芥
憲
離
記
』
の
特
殊
性
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
『
土
芥
』
か
ら
『
諫
懲
』
に
か
け
て
評
価
の
基
準
が
変
わ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
こ
れ
ま
で
考
え
て
き
た
が
、
『
土
芥
』
と
『
怨
望
』
は
性
質
が
こ
と

な
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
新
た
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
時
代
性
、
評
価

基
準
云
々
の
前
に
、
こ
れ
ら
の
書
の
性
格
を
再
検
討
す
る
必
要
性
が
出
て
き
た

と
言
え
よ
う
。

【
付
記
】

　
半
年
間
こ
の
講
義
に
参
加
し
、
日
本
史
研
究
の
実
践
現
場
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
、
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
た
め
ら
う
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
と
て
も
た
め

に
な
っ
た
講
義
で
あ
っ
た
。
院
生
の
方
々
の
深
い
専
門
知
識
、
史
料
へ
の
取
り

組
み
の
姿
勢
、
学
問
と
は
こ
う
い
う
も
の
な
の
だ
と
感
じ
、
研
究
方
法
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
今
後
の
自
分
の
研
究
に
活
か
せ
る
点
は
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
た
。
私
は
こ
の
『
土
芥
冠
離
記
』
研
究
の
本
当
に
わ
ず
か
な
部
分
に
関
与

さ
せ
て
頂
い
た
が
、
こ
の
史
料
が
か
な
り
有
用
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
が
、
私
や
先
輩
方
の
研
究
に
よ
っ
て
こ
の
史
料
が
一
日
も
早
く
生
き

た
史
料
に
な
れ
ば
良
い
と
心
か
ら
願
い
、
私
の
担
当
し
た
事
柄
が
少
し
で
も
研

究
の
助
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
最
後
に
な
っ
た
が
、
私
の
よ
う
な
初
心
者

を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
り
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
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